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宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
は
、
紙
面
で
の
発
表
か

ら
１
か
月
程
度
の
お
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う

え
、
下
記
の
宛
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。ま

た
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受

け
つ
け
て
お
り
ま
す
。

「
お
げ
ん
き
で
す
か
」を

読
ん
で
の
ご
意
見
・
ご

感
想
な
ど
も
お
書
き
く

だ
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
5
名
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
差
し

上
げ
ま
す
。〆
切
は
１

月
31
日
で
、当
選
者
は

３
月
号
の
紙
面
で
発
表

し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
12
月
号
の
答
え
】 

正
解
８
通
　
不
正
解 

12
通

【
11
月
号
当
選
者
】

問
１　

イ
（
金
）

問
２　

ウ
（
８
頭
）

問
３　

ア
（
ド
イ
ツ
）

黒
木　

邦
子
さ
ん（
門 

川 

町
）

河
野　

早
苗
さ
ん（
宮 

崎 

市
）

後
藤　

良
子
さ
ん（
宮 

崎 

市
）

柳
田　

エ
ミ
さ
ん（
宮 

崎 

市
）

甲
斐
し
ん
じ
さ
ん（
宮 

崎 

市
）

体
温
計

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
ク
イ
ズ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。採
用
さ
れ
た
方
に
は
図
書
カ
ー
ド
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。応
募
の
際
は
郵
便
は
が
き
に
問
題
と
解
答

を
必
ず
ご
記
入
の
上
、左
記
の
宛
先
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

クイズ募集
　

組
合
員
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
２
０
２
５
年
も
宮
崎
医
療
生
協
の
機
関
紙
「
お
げ
ん
き
で

す
か
」
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
、

お
正
月
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
用
意
し
ま
し
た

ア　

元
旦…

１
月
１
日
の
午
前
中
を
表
し
て
い
る

イ　

元
日…

１
月
１
日
の
終
日
を
表
し
て
い
る

ウ　

松
の
内…

１
月
１
〜
３
日
を
表
し
て
い
る

ア　

橙

イ　

か
ぼ
す

ウ　

日
向
夏

問
２ 

鏡
餅
の
上
に
乗
っ
て
い
る
果
物
は
ミ
カ
ン
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
正
し
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。

ア　

１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）
、
関
東
大
震
災

イ　

１
９
４
１
年
（
昭
和
16
年
）
、
第
２
次
世
界
大
戦

ウ　

１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

問
３　

お
正
月
の
定
番
の
一
つ
に
箱
根
駅
伝
が
あ
り
ま
す
。
１
９

２
０
年
（
大
正
９
年
）
か
ら
現
在
ま
で
続
く
長
い
歴
史
の

あ
る
も
の
で
す
が
、
あ
る
年
に
あ
る
出
来
事
が
き
っ
か
け

で
初
め
て
中
止
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
中
か

ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp
クイズの答えはEメールでも
受け付けております→2025年１月号

（No.520）

出
題 

機
関
紙
編
集
委
員
会

●火曜、水曜、金曜の13:30～15:00までは訪問診療

問
１ 
お
正
月
の
時
期
を
表
す
言
葉
と
し
て
元
旦
・
元
日
・
松
の

内
と
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
次
の
中
で
間
違
っ
て

い
る
も
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

だ
い
だ
い

新春のごあいさつ新春のごあいさつ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
2
0
2
5
年
が
始
ま
り
ま
し

た
。　
　

　

昨
年
は
、
能
登
半
島
地
震
、
火
事
、

航
空
機
事
故
と
大
変
な
年
始
で
あ

り
ま
し
た
し
、
世
界
で
は
戦
火
が
止

ま
ず
、
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
で

の
災
害
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し

た
。
宮
崎
で
も
、
地
震
、
雷
、
竜
巻
、
台
風
な
ど
で
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

国
民
の
５
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
の
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
雇
用
、

医
療
、
福
祉
と
い
っ
た
日
本
の
経
済
や
社
会
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

２
０
２
５
年
問
題
、
い
よ
い
よ
そ
の
年
に
入
り
ま
し
た
。
人
材
不
足
、
医

療
費
・
介
護
費
や
社
会
保
険
料
の
負
担
、
医
療
体
制
維
持
に
対
し
て
影

響
が
出
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

政
府
は
、
重
度
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
、
病
院
な
ど
の
施
設
で
は
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
人
生
の
最
後

ま
で
自
分
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
や
医
療
・
介
護
な
ど

の
支
援
が
一
体
と
な
っ
て
提
供
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
制
度
を
維
持
し
、
日
本
経
済
の

衰
退
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
一
人
一
人
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
重
要

と
言
え
ま
す
。

　

健
康
寿
命
と
は
、「
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

な
く
生
活
で
き
る
期
間
」
の
こ
と
で
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、「
喫
煙

を
控
え
る
」「
過
度
な
飲
酒
、
暴
飲
暴
食
を
控
え
る
」「
睡
眠
時
間
を
確

保
す
る
」「
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い
」「
適
度
に
運
動
す
る
」
な
ど
、

基
本
的
な
要
素
に
加
え
て
、「
孤
立
し
な
い
」
こ
と
も
重
要
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
社
会
的
孤
立
や
、
日
常
的
な
孤
独
感
を
抱
え
て
い
る
人
は
、

喫
煙
、
肥
満
、
高
血
圧
よ
り
も
死
亡
リ
ス
ク
が
高
く
、
認
知
症
も
発
症

し
や
す
く
な
る
と
い
う
研
究
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
社
会
や
地

域
と
の
つ
な
が
り
」
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

宮
崎
医
療
生
協
は
、
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
、
医
療
と
介
護
事
業
所

を
地
域
の
組
合
員
さ
ん
と
運
営
す
る
組
織
で
あ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
中
で
、
ま
さ
に
今
出
番
の
時
で
す
。
一
方
で
は
、
組
合
員
さ
ん

の
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
の
問
題
や
、
職
員
の
人
材
確
保
、
医
療

介
護
の
経
営
の
困
難
な
ど
の
状
況
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
こ
そ
、

人
と
人
、
社
会
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
医
療
生
協
の
原

点
に
立
ち
戻
り
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
、
皆
様
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宮崎生協病院  理事長

遠 藤　豊

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
組
合

員
の
皆
様
を
含

め
、
患
者
さ
ん
や

地
域
の
方
々
な
ど

の
ご
協
力
も
あ

り
、
無
事
に
新
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
医
師
体
制
の
大
き
な
変
更
の
た
め
、
受
診

の
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
、
通
院
の
患
者
さ
ん
に
は

他
院
と
の
共
同
管
理
の
お
願
い
を
す
る
な
ど
、
多
く

の
方
々
に
迷
惑
を
お
か
け
し
た
1
年
で
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
制
限
さ
れ
て
い
た
地

域
活
動
を
少
し
ず
つ
再
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
看
護

職
を
は
じ
め
と
し
た
多
職
種
の
人
手
不
足
も
あ
り
、

以
前
ほ
ど
組
合
員
さ
ん
と
の
協
同
の
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
改
定
を
含
め
、
社
会
保

障
に
お
け
る
国
の
方
針
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

診
療
の
現
場
で
も
経
済
困
難
や
孤
立
の
問
題
を
抱
え

る
こ
と
が
健
康
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
例

を
多
く
経
験
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
感
じ
る
の

は
、
自
立
と
は
一
人
だ
け
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
む
し
ろ
依
存

先
を
増
や
し
、
な
ん
で
も
一
人
で
し
よ
う
と
す
る
よ
り
、

上
手
に
頼
る
こ
と
が
で
き
る
方
が
結
果
的
に
は
安
定

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
立
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
の
依
存
先
の
一
つ
と
し
て
宮
崎
生
協
病
院

を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
通
院
、
入
院
、
在
宅
の
訪
問

診
療
な
ど
生
活
の
様
々
な
場
で
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
だ
け
で
な
い
、
地
域
に
住
む
す
べ
て
の

方
々
の
健
康
と
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
を
掲
げ
る
、

私
た
ち
医
療
生
協
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
広
げ
、
地

域
の
暮
ら
し
が
よ
り
よ
い
も
の
に
な
る
よ
う
、
職
員
一

同
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

宮崎生協病院  院長

三宅  知里

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。昨
年

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
の
漢
字
は

「
金
」だ
そ
う
で
す
。パ
リ
五

輪
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

日
本
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

は
多
く
の
「
金
」
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
、大
リ
ー
グ
で
の
大

谷
選
手
の
活
躍
は
ま
さ
し

く
値
千「
金
」で
し
た
。ま
た

佐
渡
の
「
金
」
山
が
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な

ど
、正
月
に
起
き
た
能
登
半

島
地
震
や
水
害
、宮
崎
県
で

も
８
月
に
起
き
た
地
震
や

竜
巻
、10
月
に
起
き
た
水
害

な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
明

る
い
話
題
で
し
た
▼
し
か

し
同
じ
「
金
」
で
も
政
治
の

裏
「
金
」
問
題
に
端
を
発
し

た
政
治
不
信
、総
選
挙
で
与

党
は
過
半
数
割
れ
を
起
こ

し
、市
民
か
ら
お「
金
」を
強

奪
す
る
闇
バ
イ
ト
問
題
、止

ま
ら
な
い
物
価
高
騰
で
私

た
ち
の
財
布
の
お
「
金
」
は

減
る
ば
か
り
で
す
。政
治
家

の
方
々
に
は
、国
民
に
寄
り

添
っ
た
政
治
を
心
掛
け
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す

▼
２
０
２
４
年
は
、
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が

解
決
を
見
つ
け
出
せ
な
い

中
、
中
東
で
も
イ
ス
ラ
エ

ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
も

収
束
の
目
処
は
た
っ
て
い

ま
せ
ん
。２
０
２
５
年
は
平

和
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
心
か
ら
願
う
ば
か
り
で

す
▼
皆
様
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
１
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。　
　
　
（
Y
・
Y
）

め 

ど

１月の
診療案内
◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

（れいんぼう会館内）

在宅総合
ステーション
宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

・居宅介護支援事業所
・ホームヘルプサービス

れいんぼう

☎0985（23）7728
・訪問看護ステーション

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
9：00～12：30
（受付12：00）まで

15：00～17：30
（受付17：00）まで

生協クリニックのべおか
延岡市浜砂1丁目5-17  ☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

通所介護
デイサービス

月曜日
～土曜日
9：30
～16：00

月

火

水

木

金

土

午　前 午 後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問
診療

 8：30～12：30
（受付11：45）まで

 17：00～19：00
（受付18：30）まで

和知川原生協クリニック
宮崎市和知川原2丁目25-1  ☎0985（23）0050

植　野
（第3土曜休診）

植　野

植　野

生協病院
からの支援

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

高齢者共同住宅 みんなの家

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅 ぎおんの家

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム おおつかの家

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

在宅総合
ステーション

延岡市浜砂1丁目5番6号

☎0982（31）1453

☎0982（26）2536

☎0982（31）1442

・居宅介護支援事業所

・ホームヘルプサービス

・訪問看護ステーション

それいゆ

循環器内科（坂口）、消化器内科（古谷）、呼吸器内科（永友・三宅）、糖尿病内科（植野）、
内科･リハビリ（浜田・高橋麻里子）、透析（西谷）、外科・肛門外科（山岡・松田・黒木・末岡）、
小児科（山元･上野･久保・松尾）、後期研修医（川添・黒木（俊））、初期研修医（荒木・甲斐・黒木（研）・米坂・荒武・斎藤）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※研修医は院外研修中の場合もあります。
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内　　　　　　　　　科

午　　　　前

一　般 一　般予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：15～11：45
診療
8：30～12：30

受付
15：30～18：00
診療
16：00～18：30

第1･3･5週 交替制

第2･4週 末岡

午　前 午　　　前 午　　　　  後 夜　　間午　　　後

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

　

植　野

宮　園

坂　口

　

坂　口

古　谷

遠　藤

遠藤（第2週のみ）

永友（第4週のみ）

宮崎生協病院

山　岡

松　田

休　診

山　岡

交替制

交替制

小　澤

交替制川　添

訪問
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診
療
時
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土
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遠　藤

遠　藤
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遠　藤

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

（第２・４土曜休診）

おおつか生協クリニック
宮崎市大塚町大迫南平4401-2  ☎0985（52）6715

午 後 夜　間
17：00～19：00
（受付18：30）まで

　

遠　藤

生協病院から
の支援

受付　13：30～16：30
診療　14：00～17：00

14：00～16:30
高橋麻里子

13：30～17:00
永　友

内科・外科 ☎0985（24）6877　小児科 ☎0985（24）6575　健康診断科 ☎0985（24）6566
居宅介護支援事業所 ☎0985（24）6545

8：30～10:00
第1・3・5（三宅）
第2・4（永友）

糖尿病外来
（第1週）

黒　木

休　　診

休　　診

宮崎市大島町天神前1171

交替制

山元・松尾 松　尾

松　尾

山　元

山元・松尾

山元・松尾

山元・久保

山元・松尾

休　　　　　診

休　　　　　診

休　診

（要予約）

13：45～16：15 11：00
14：00
（要予約）

予防接種 アレルギー特診

山元・松尾

山元・松尾

久　保

久　保

交替制

（要予約）

13：30～16：30

乳児健診

山　元

松　尾

山　元

交替制

久　保坂　口
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療
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間
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火
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金

土

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

午　前
8：45～12：30
（受付11：45）まで

このはな生協クリニック
宮崎市大字熊野1613  ☎0985（58）1222

高　田 
（第3土曜休診）

高　田

高　田 通所介護
デイサービス

月曜日
～土曜日
9：00
～15：30

訪問
診療

午　後
15：00～18：00
（受付17：40）まで
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和知川原生協クリニック
このはな生協クリニック
おおつか生協クリニック
生協クリニックのべおか
訪問看護ステーションれいんぼう
居宅介護支援事業所れいんぼう
ホームヘルプサービスれいんぼう
居宅介護支援事業所宮崎生協病院
居宅介護支援事業所そ れ い ゆ
生協ホームヘルプサービスそ れ い ゆ
訪問看護ステーションそ れ い ゆ
宮崎医療生活協同組合

http://m-seikyouhp.com/
☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0982)31-1442
☎(0985)23-7168

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　24-0515
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452

FAX　26-1944



　皆さん、明けましておめでとうございます。
研修医 1 年目の斎藤優敬です。昨年はどのよう
な 1 年でしたか？私自身は研修が始まり、日々
の業務に追われる日々でしたが、たくさんの学
びを得た 1 年でした。今年もよろしくお願いし
ます。
　さて、今年最初のテーマは「誤嚥・誤飲」です。
お正月といえば、やっぱりお餅。美味しいです
が気をつけないと命に関わることも…。対処や
治療法を含めてご紹介します。
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2024年度  第７回理事会の報告 秋の医療生協強化月間

見すごさないで 不整脈

＜審議事項＞
・２０２４年 11 月度の組合員活動の概要（仲間増やし
158 名、出資金増資 356 万円）と秋の医療生協強化月間
中の各支部の取り組みについて報告
・平和と社会保障を守る取り組み（全国・宮崎県の情勢や主
な取り組み署名）について報告
・２０２４年 10 月度の経営状況に
ついての報告（法人の経常利益
417万円で予算未達成）
・「医療福祉生協における組合員参
加の在り方」について提案
・経理規程変更の提案

等々、以上可決承認いたしました

今、宮崎医療生協は 2024年11月30日現在

■新規加入者　１５８名（11/1～11/30）

■総組合員数　４５，５５４名

■出　資　金　５億７,２７５万円

■平均出資金　１２，５７３円
■班　　　数　１８５班
■　　　　　   １６，８６１部おげんきですか
手配り配布数

　毎年、全国の医療生協で実施している「秋の医療生協強化
月間」ですが、宮崎医療生協は今年「集まろう！話そう！つ
ながろう！」をスローガンに仲間増やしと出資金の増資に取
り組みました。昨年の９月２０日から１１月末まで職員と県
内の組合員さんで心を一つにして、様々な活動を行いまし
た。集計が終わりましたので、ご報告いたします。

仲間増やし　４３０名／目標８００名（達成率５３.８％）
出資金増資　１,０９６万円／目標１,５００万円（達成率７３.１％）

　残念ながら、目標の数
値には届きませんでした
が、強化月間の活動にご
参加いただきありがとう
ございました。引き続
き、班会活動や楽しい活
動を通して、出資金や一
緒に活動していただく仲
間を増やす取り組みを行ってまいります。今年もどうぞよろ
しくお願いいたします。

〇誤嚥と誤飲の違い
　この２つの言葉は似ているようで意味が異なります。誤嚥とは「食物や異物が誤って気管内に入った場合」、誤飲
とは「異物が誤って消化管に入った場合」のことを指します。嚥下機能（ものを飲み込む機能）が低下していると、
普段の食事でも誤嚥しやすくなるため注意が必要です。
　一方で誤飲は、乳幼児では、硬貨やボタンなどの小さいもの、成人・高齢者では、魚の骨や義歯、薬品の包装シー
トなどが多いとされています。誤飲をしてしまったら速やかに内視鏡検査を行い、異物を除去することが大切です。

〇誤嚥してしまったら？
　緊急時の対応として、意識がない場合は心肺蘇生
（心臓マッサージや人工呼吸など）を行いましょう。
意識がある場合、1歳未満であれば胸部突き上げ法
と背部叩打法（図１）を交互に行います。胸部突き
上げ法は、乳児を仰向けに支え、心臓マッサージと
同じ方法で圧迫します。背部叩打法は、頭部を下に
して抱きかかえ、肩甲骨の間を叩打する方法です。
　1歳以上、成人の場合は腹部突き上げ法（図１）
を行います。患者の後ろに回り、一方の手で「へ
そ」の位置を確認し、もう一方の手で握りこぶしを
作って、親指側を患者の「へそ」の上方で、みぞお
ちより十分下方に当てます。「へそ」を確認した手で握りこぶしを握り、すばやく手前上方に向かって圧迫するように突
き上げます。いずれにしても、速やかに病院を受診し、適切な検査、処置が必要になります。お餅を食べるときはゆっく
り噛んで飲み込むようにしたいですね。

宮崎生協病院

初期研修医　斎藤 優敬

健康コーナー
　みなさんは普段の生活で、息切れや動悸を感じることは
ありませんか？「歳だから」「じきに落ち着くから」と思っ
て気にしないようにしていませんか？それは、心房細動か
もしれません。
　心房細動は心不全を起こしたり、脳梗塞の原因になった
りする病気です。また、症状がない方でも心房細動を発症
していることもあります。この記事をきっかけに、ぜひ一度、
ご自身で「検脈」してみてください。

　検脈は右利きの方は左の手首で
おこないます。左の親指から手首の
方へなぞっていった先に、すこし溝
になっている部分があります。そこ
に右手の人差し指、中指、薬指の三
本をあて、指先に脈を感じる程度の
力加減で押さえると検脈ができま
す。「トントントントン」とリズムよく
脈を感じられれば大丈夫です。「トン、トトト、　、トン、
トトン」とリズムが乱れていると感じる方は心房細動か
もしれません。
　また、心房細動は一日中出ているわけではないので、定
期的に検脈できると、心房細動の早期発見に繋がります。
若い方から高齢の方まで、不整脈を発症することがありま
す。早期治療が肝要な病気です。ご家族、ご近所さんにも

「検脈」を拡げてもらい、健康寿命を引き上げていきましょ
う！少しでも気になる症状があれば、当院で詳しい検査が
できるので、気軽に相談してくださいね。

　この記事は生協病院のカテーテル検査室担当の看護師
が執筆していますが、「おげんきですか」11月号で坂口医
師が紹介していたように、当院で心房細動に対する「カ
テーテルアブレーション治療」が始まりました。治療は全
身麻酔で眠ったままの状態で終わります。首の血管と、足
の付け根の血管にカテーテルという細い管を入れて、心臓
の不整脈の原因となる部分を治療していきます。身体に大
きな傷は残りません。治療の際に３泊４日の入院が必要で
す。手術後はベッド上で過ごしてもらいますが、翌朝から
歩行も可能となります。治療するお部屋には治療台があ
り、検査台の隣には治療に必要
な機械がたくさん並びます。
モニターもたくさんあり、患者
様の心臓のイメージ画像を見
ながら治療していきます。
　治療を受ける患者様は不安
でいっぱいだと思いますが、元
気で優しいカテーテル室ス
タッフが精いっぱいお手伝い
させてもらいます。まずはお気
軽にご相談ください。

まさたか

図１：誤飲・誤嚥した際の対処法
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組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになった場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。
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